
環境アセスメント学会制度研究部会第 25回定例会のお知らせ 

 

１．定例会の趣旨 

欧米では導入が進みつつある「自然の持つ多様な機能を賢く利用してインフラの整備や土地利用計画

を進める」グリーンインフラについて、日本でも国土形成計画（平成 27年 8月）をはじめ各種計画等で

位置づけがされつつある。国土形成計画の作成過程で、多様な分野の研究者やNPO、企業、行政等の主

体によって構成された有志によるグリーンインフラ研究会が開催され、議論が行われてきたが、2016年

11月に正式に「グリーンインフラ研究会（GI研究会、http://greeninfra.net/）」が発足し、そのメンバー

を中心とした執筆者により、2017 年１月 24 日、「決定版！グリーンインフラ」（日経 BP 社、

http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/atcl/books/14/505364/120700021/）が出版された。 

各種開発行為に際して、あらかじめ環境への影響を調査・予測・評価し、当該事業に環境配慮を組み込

みことを目的とする環境アセスメントは、こうしたグリーンインフラを実現していく上で関係が深いも

のと考えられる。各種インフラ整備に際しての環境アセスメントの実施において、グリーンインフラの

考え方を導入し、実現していくことは重要な課題であり、今後、連携した活動が期待されることから、今

回の定例会では、GI研究会の協力のもとに、「環境アセスメントとグリーンインフラ」をテーマに学会員

と GI研究会会員が意見交換を行い、相互理解を図ることとする。 

 

２．次第  

GI研究会よりグリーンインフラの動向等の説明および環境アセスメント学会よりアセスメント制度の

概略説明の後、参加者による意見交換を行う。 

 

３．日時 

  平成２９年３月２日（木）１８：３０～２０：３０ 

 

４．場所 

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング ２４階中会議室 

港区虎ノ門 5-11-2 オランダヒルズ森タワー 

http://www.murc.jp/corporate/office 

 

５．定員、参加費 

  定員 30名程度 参加費無料 

 

６．申し込み 

平成２９年２月２３日（木）までに、㈱日比谷アメニス上杉（t-uesugi@amenis.co.jp）までメールにて

お申し込み下さい。お申し込みの際は、件名に「アセス学会制度研究部会第２５回定例会参加申込み」と

ご記入の上、お名前の他、会員番号，所属、連絡先をお知らせ下さい。なお，お申し込みは会員（賛助会

員含む）に限らせていただきます。お申し込みについて返信は特にいたしませんのでご了承下さい。 

http://www.murc.jp/corporate/office

